
煙本日

「米山月間にちなんで」
国際奉仕委員会

煙次週予定

２００８－２００９年度地区大会

（ロイトン札幌）

焔 次週１０月２５日・２６日に２００８～２００９年度国際
ロータリー第２５１０地区年次大会が開催されま
す。２５日は会長幹事会がロイトン札幌にて午
後１時より開催されます。また、２６日には皆
様が出席する本会議が午前８時３０分受付、９
時点鐘にて開催されます。場所は同じくロイ
トン札幌です。なお記念懇親会は午後５時３０
分より、場所を厚生年金会館に移して開催さ
れます。

焔 ロータリー囲碁同好会のご案内が届いてお
ります。２００８年１１月２９日（土）会場を日本碁院
会館（東京）にて開催されます。

焔 経済産業省よりベンチャー企業育成に関す
るご協力のお願いが届いております。回覧い
たします。

１）ロータリーの友１０月号が届いております。
本日配付いたします。
２）深川ＲＣより１０月例会のお知らせを受領し
ました。
３）臨時理事会にて留萌市温水プールぷるもの
運営継続を求める要望書の署名お願いを受け
ましたので、テーブルに用紙を配布いたしま
す。

会報受領先
・・深川ＲＣ №２４１７号～№２４２０号
ゲスト
国際ロータリー第２５１０地区
地区職業奉仕委員長 綱木 保利様

（苫小牧東ＲＣ）
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第１５回 １０月２２日

会長報会長報告告・・・・・・・・・・・・・・ 幹事報幹事報告告・・・・・・・・・・・・・・

会員総数………………４５名
出免会員………………５名
出免出席………………０名
出席会員………………３１名
出席率……………７７．５０％

第１２回 ９月２４日

出席会員………………３５名
メイクアップ…………３名
修正出席率………８３．３３％

出
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ご夫人誕生日

１０月２２日 平間 公子

結婚記念日

１０月２２日 行徳 幸治

１０月２３日 鈴木 康伸



国際奉仕委員会 田中副委員長
１０月は米山月間で１１月が財団月間です。次週
例会より親睦活動委員会の受付の横にて寄付を
受付いたします。よろしくお願いします。

例会運営委員会 森（俊）委員長
会長報告にもありましたが、１０月２６日札幌に
て開催されます年次大会が段々近づいてきまし
た。当日は９時点鐘ですので、６時には留萌を
出発しなければなりません。バスは関野会員さ
んの㈱食産前を６時出発と致しましたので、バ
ス利用者は遅れずにお越しください。

例会運営委員会 平井委員
「ロータリーと歌唱」
ロータリー創立後、３年間シカゴＲＣでは奉
仕強調派と親睦派との間に激しい討論があり、
クラブが崩壊寸前となったとき、５人目の会員
であり印刷業のハリー・ラグラスが諸君歌を唄
おうではないかと提案したのが始まりと言われ
ている。
ハリーは歌う事が大好きであった。これは２０
世紀の初めを風刺した風潮であった。この巣
立ったばかりのグループのある例会で、ハリー
は椅子の上に飛び上がり、皆に彼と一緒に歌う
よう呼びかけた。まもなく、ロータリーの例会
で歌う事が習慣となった。この習慣はアメリカ
の多くのクラブに普及し、今日ではオーストラ
リア、日本、カナダなど、様々な国のロータ
リー例会のホピュラーな親睦行事となっている。
例会の初めに国歌を歌うクラブもある。しかし、
ヨーロッパ、南米、アジアのロータリークラブ
の例会でロータリーソングが歌われることは殆
どない。
ＲＩの聖歌・祝歌としてエグモント序曲の一
部を公式なＲＩ行事で使用する事があるが、Ｒ
Ｉ公式ソングとして特定の楽曲が指定されてい
ない。日本での代表的なロータリーソングは４

曲。「我らの生業」「奉仕の理想」は、リズムが
多少スローテンポで、厳粛さがにじみ出ている。
「手に手つないで」「それでこそロータリー」は、
リズミカルで歌いやすい。これが場面によって
使い分けられている。
１９７７年５月、私も参加した第６９回東京国際大
会で藤山一郎ソングリーダーのもと、９５カ国か
ら参集した外国人と共に合唱したソングは、英
語版による「Ｒ－Ｏ－Ｔ－Ａ－Ｒ－Ｙ」であっ
た。場内に響き渡る歌声は、やや波調の違いも
あったが一体感を作り上げた。２００２年７月、日
本のロータリーソング委員会が改めて発行した
歌集には、３７曲（内５曲が英語版）が掲載されて
いるが、これらにこだわることはない。１９８４年
クラブ会長であった私は、ＳＡＡさんにお願い
して毎月１回の例会だけは、全員で季節に合っ
た日本の唱歌を歌って頂いた。
ロータリークラブでの唱歌は、独唱家のため
のものでもなく、音楽的才能のある人だけのも
のでもない。これは皆のためのものであり、良
い声、普通の声、得体の知れない声、私の歌に
は節がないとあきらめてる人のためのものであ
る。重要なことは、歌うという事が毎週毎週の
プログラムに含まれて、皆が参加することであ
る。そして各クラブにある協力の気持ちを強め
良い友好の親密な空気を作ることである。

・・日増しに寒くなってきました 会員の皆様カ
ゼをひかないよう頑張って下さい 巨人リー
グ優勝しました 齋藤会長
・・お世話になります 綱木地区社会奉仕委員長
・・銀婚式の多額ＢＯＸで金欠となりましたので
今回のゴルフ大会優勝だけとし、取り切り戦
優勝は控えさせていただきます 森（俊）会員
・・ゴルフ取り切り戦準優勝 大嶋会員
・・ゴルフ１位 鈴木会員
・・良いことがありました 関野会員
・・ＤＶＤいただきました

西谷（英）、森（幹）会員
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前 回 ３７４，０００円
今 回 ２９，５００円
累 計 ４０３，５００円

「職業奉仕月間にちなんで」

国際ロータリー第２５１０地区
職業奉仕委員長 綱木 保利様

～鈴木正三の職業奉仕倫理観と

ロータリーの職業奉仕～

鈴木正三（しょうさん）の職業観というものが
あります。あまり聞き慣れない名前かもしれま
せん。本来の職業奉仕とは違いますが、ロータ
リーの職業奉仕をより理解する上で参考になり
ますので今日はこれを紹介したいと思います。
今から３５０年前の徳川初期、正三は勤労と禁
欲、商取引における利潤など、職業倫理を日本
で初めて説き、日本の近代資本主義精神の形成
に大きな影響を与えたことで知られています。
正三（１５７９－１６５５）は通称「しょうぞう」と称し
ていました。本名は「まさみつ」。三河の国（現
愛知県）加茂郡足助の庄則定村の生まれで、父
は重次といい先祖代々松平家（後の徳川家）に仕
えてきました。母は今川家の家臣（粟生筑前の
守の娘）。武家の長男ですが、自らは「高橋７０
騎」の中のある家を継ぎ、鈴木家は弟が継ぎま
す。彼は仁王禅の提唱者としても知られていま
す。宮元武蔵と同時代人。武蔵は剣の道の完成
に生涯を捧げましたが、正三は後に剣を捨てて
出家し禅僧としてその道を極めます。
１７歳の時、「宝物集」～お釈迦様の前身である
雪山童子（せっせんどうじ）の話～を読んで感激
し、真理を究めようとします。また、２７歳の時
２０歳の妻を亡くし、次第に宗教に関心が高まっ
ていきます。幼い頃は臆病な性格だったとも言
われていますが、厳しい修行で自ら勇猛な武士
に鍛え上げます。関が原の合戦やその後も大阪
冬、翌年３７歳で夏の陣に出陣し、３４歳で再婚し
ますが、４２歳の時、突然出家します。出家後は
「しょうざん」と改名し、諸方を行脚し、千鳥山
や山中村石の平に庵を結び「燻る生薪」などの

荒行の頃はついに発病し、命を落としかけます
が、弟の医者に食養生で生き返ると言われ、肉
食を実行。肉食はおろか命が助かるならば死人
の肉でも喰らうと言って、肉食を実行します。
彼の生き様は、生きてこそ修行。修行が成就し
ないと大勢の人間を幸せに出来ないと考えたの
です。正三はそれを自ら「恥知らずの正三」と
言っています。２年で体調が回復し再び肉食を
やめます。その後も活動を行う傍ら、「驢鞍橋」
「万民徳用」「盲安杖」などを書き記します。６１
歳で大悟し、そして１９５５年６月２５日、実弟旗本
鈴木重之邸で７７歳の生涯を閉じました。
正三の職業倫理観は「職業即（イコール）仏業」
で宇宙を主宰するのは仏。万物には仏性が宿っ
ている。その人間が世俗で生きていくに当たっ
ては、何も仏法の悟りを開かなくても、各人が
自分の置かれた環境の中で、一瞬一瞬を大事に
して、天から預かった自らの職分（天職）にひた
すら励むことで、救済されるはずである、と説
きました。晩年になって職業倫理について「四
民日用」という書物を書き記します。四民とは
武士、農民、職人、商人のこと。日用とはいつ
も使えるものという意味。最晩年には了心庵に
て、この「四民日用」に「修行之念願」「三宝
の徳用」とを加えて一本にし、「万民徳用」と
して刊行します。徳用とは役に立つ事を意味し
ます。
この万民徳用には４つの特徴があります。
①仕事に打ち込んで、しかも仕事に囚われない
境地の説明
②思想が世俗社会に深く結びつく構造を持つ事
③職業倫理（心構え）としての勤勉と禁欲と余暇
の構造を説明
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④日本で最も早く職業利潤の倫理化、正当化に
ついて書き記した
という特徴を持っています。
ただし、正三の教えは彼の独善によるもので
はなく日本には過去から連綿と続いてきた大乗
仏教以来の思想があり、日本独自の精神的伝統
を言語化し、体系化に成功したのが鈴木正三で
あり、彼は仏教（禅）の視点から職業人としての
根本精神、即ち禁欲的な経済倫理とそれを支え
る職業倫理（召命思想）、あらゆる職業はすべ
て神の救いの道である、と説いています。この
自らの仕事に、ある種の人間形成の道や職業を
通して世の中に貢献していると考える勤労観は、
その後の石田梅岩や二ノ宮尊徳、近江商人らに
少なからず影響を与えています。又、この正三
の職業観はいみじくもヨーロッパにおけるマッ
クス・ウェーバーの「プロテスタンティズムの
倫理と資本主義の精神」とも一致しているとし
て、中村元博士のほか大野信三、山本七平らに
よって広く内外に知られるようになりました。
最近は、この職業倫理、勤労倫理を喪失また
は見失ってしまった感がありますが、日本人の
伝統文化に根ざした普遍的な職業倫理観が不可
欠であります。正三の教えは、人間の基本的な
生き方が説かれており、職業を通じて自己を磨
き、職業を通じて世の中の役に立つという日本
人の職業観の原点がここにあるように思われま
す。しかも当時の民衆の中にも同じ職業観が生
まれてきました。またイギリスにおけるピュー
リタン革命の指導者だったバクスターが生まれ
たのは正三より４０年ほど後であり、正三の説い
た内容が如何に斬新なものであったかをうかが
い知ることが出来ます。
このように、正三の職業即仏行思想は、職業
は神の思し召しという職業倫理に通じるものが
あり、しかも、このような職業観がやがて３００年
後のシェルドンの説く職業奉仕理念と相通ずる
のであります。ましてや、「一切の所作、皆以て
世界の為となる事を以って知るべし」に至って
は、これはもうロータリーの職業奉仕そのもの
です。日本のロータリアンが職業奉仕に惹きつ
けられるゆえんであろう。

しかし、ロータリーの職業奉仕はシェルドン
の説く職業奉仕理念です。シェルドンの論文を
読まずに職業奉仕を語ることは出来ません。重
要な事は、シェルドンの職業奉仕を職業奉仕の
原点として正しく認識する事を基本としつつ、
時代の要請に即応したあり方を身に付けること
で、結果として現在の会員の保持につながるだ
けでなく、会員の量的増加と質的強化が実現出
来ると思われます。ただ、不祥事の多い昨今、
心の問題として正三の職業倫理観は日本の伝統
ある精神として世界に誇れるものであり、その
意味で、あえてテーマに取り上げてみました。

第１４回 １０月１５日（水） 天候/晴

猿参 考 資 料猿

石田梅岩（1685－1744）

石門心学の祖。商業を高く評価。正三思想につな

がる。農家の三男に生まれ、幼くして商家の丁稚奉

公となる。勤勉は決して蓄財一辺倒ではない。能く

蓄えを施すことが、商人道の目的。金銀は天下のお

宝。多くの人を救い、最終目的は利他行にあった。

このように神・仏・儒の三教ではなく、独自の思想

を展開する。そして三仏悟る心は一つとしてすべて

の宗教を尊ぶことを教えている。また心学は町民に

よる町民のための実践倫理「商人道」（利他行にあり）

を説く。例1850年の大飢饉には京都の心学者のボ

ランティアで行われた、350日間約1万両超の施行

で京都ではほとんど餓死者が出なかった。

二宮尊徳（1787－1856）

成田山の断食所で21日間断食座禅という最も厳

しい修行の後、不動尊・地蔵尊から啓示を受け大悟

する。彼の貢献は在家のまま、疲弊しきった農村に

「土地を耕す前に心を耕せ、心田を耕せ」と説き、乱

れた心を立ち直らせた。彼は「勤労」・「分度・分限」・

「推譲」を唱え、限りない財の奪い合いの競争の果て

に、荒んだ心から共存共栄、人間らしく生き、人間

らしい豊かな幸せを求めて、無用な競争を避け、常

に自分の分度・分限を守って自分の能力・体力・素

質を見つめ、行き過ぎないよう、天理に則って譲歩

しつつ、自分の人生を全うする生き方を説いた。も

うひとつ、「如是」を基本として「同発菩提心」（共に一

緒になって働く）、つまり、お陰｛陰の恩恵｝を知り、

天の恵みの尊さを学ぶこと。報徳神の精神の大切さ

を教えてくれています。

近江商人の話 「天秤の詩」～少年の涙の向こうに商

いの真髄を見た～（ＶＤ）

これは近江商人の子供の頃の躾の回想の話です。

近江商人といえば三方善し。即ち製品を作る人、売

る人、買う人全てが満足しうるを商売の基本とする

考えです。近江商人は、浄土真宗の信仰で心を磨き、

仏教の教えを自ら商いで実践するために、子供の時

から日本各地を行商させて商人としての道を厳しく

躾けたといいます。


